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総合評価 

技術には独自性が認められ、普及による社会貢献が期待できる。事業化に向けては、

エンドユーザーのニーズを明確化するとともに、技術の向上による優位性の確立、市

場性や社会受容性の検討等が必要である。 

 

以上 

 


